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経 営 理 念

理 念

お客さまに一番近い銀行として、誠実に対応し、

圧倒的に支持される銀行をめざします。

西日本シティ銀行は、高い志と誇りを持って時代の変化に適応し、

お客さまとともに成長する“九州No.1バンク”を目指します。

お客さまに一番近い

健全経営を基本に、地域に貢献し、積極的に社会的責

任を果たすことで広く信頼される銀行をめざします。
地域に貢献する

あたたかな心とチャレンジ精神を持ち、

自由闊達で積極果敢に行動する人づくりに努めます。
期待に応える人づくり

私たちは、いつもお客さまの身になって、

丁寧に対応し、真摯にご相談に取り組みます。
心がある

私たちは、いつもお客さまの声に、熱く行動し、

チャレンジし、スピーディにお応えします。
情熱がある

私たちは、いつもお客さまの期待をこえた、

新しく、価値のある提案をお届けします。
夢がある
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当行は、経営理念に掲げた『九州No.1バンク』の実現に向けて、4年間（平成17年4月～平成21年3月）を計画期間とする
中期経営計画「アクティブNCB」を策定し、本計画に掲げた諸施策に取り組んでおります。

中期経営計画「アクティブNCB」

経営方針

当行は、地域金融機関にとっての存立基盤である、地域の中小企業・個人のお客さまとのお取引の分野での、圧倒的な
九州No.1の地位・存在感の確立を目指しております。

目指す銀行像

対処すべき6つの経営課題に対し、5つの基本施策（アクションプラン）を策定し、その実施により、課題を解決し、
目標とする経営指標の達成と目指す銀行像の実現を図ってまいります。

目指す銀行像実現のためのロードマップ

経 営 課 題 � 基 本 施 策 �

目
標
と
す
る
経
営
指
標
の
達
成�

目
指
す
銀
行
像
の
実
現�

経 営 資 源 計 画 �

フォローとローリングの実施�

顧客基盤の拡大 

収益の増加 

ローコスト化 

健全性の向上 

資本の充実 

新しい企業風土の構築�

営業施策

効率化施策

リスクマネジメント施策  

グループ経営施策�

企業風土構築施策�

コア事業モデル�

企業風土構築�

中 小 企 業 ・ 個 人 取 引 で 九 州 N o . 1

福岡県内を中心とした九州域内において、

中小企業・個人取引で競合他行に比べ圧倒的優位性を確保し、

九州 N o . 1バンクとしての地位・存在感の確立を目指す。

「アクティブNCB」における目指す銀行像
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目標とする経営指標（平成21年3月期）

経営課題を克服し、目指す銀行像を実現するために、当行の「コア事業モデル」（中小企業・個人取引を拡大するととも
に、この分野での効率性を向上させリスクを巧くマネジメントすることにより、収益性をさらに高めるビジネスモデル）と
して、4つの基本施策と、施策遂行のベースとなる企業風土構築のための施策に取り組んでおります。

基本施策（アクションプラン）

企業風土構築施策�

コ ア 事 業 モ デ ル �

企 業 風 土 構 築�

営業施策� 効率化施策� リスクマネジメント施策� グループ経営施策�

1. コア事業営業体制の構築 1. 営業店業務の効率性向上 1. 信用リスク管理態勢の強化 

1. 新しい企業風土の構築� 2. コンプライアンス態勢の強化� 3. 人材育成の強化 

1. グループ総合力の結集 

2. 中小企業を中心とした 
    法人営業の強化 

2. 本部業務の効率性向上 2. ポートフォリオ管理態勢の確立 2. グループ会社の事業戦略の明確化 

3. 個人営業の強化�

4. 営業に係る業務運営の再構築 

3. 人件費・物件費の削減 3. 不良債権残高の削減 

4. リスク管理の高度化 

5. バーゼルⅡへの対応 
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顧客基盤の拡大 ●中小企業等貸出の残高・先数　●個人ローンの残高 ●九州No.1

●コア業務純益 ● 700億円以上

収益の増加 ●経常利益 ● 500億円以上

●当期純利益 ● 300億円以上

ローコスト化 ● OHR（経費÷コア業務粗利益） ● 50%程度

健全性の向上 ●金融再生法開示債権比率 ● 4%程度

●連結自己資本比率　 ● 8%以上

資本の充実 ●うちTierⅠ比率 ● 6%以上

●繰延税金資産比率（対TierⅠ、単体ベース） ● 10%程度

マーケット評価の向上
●格付 ●地銀上位水準

●時価総額 ●九州地銀No.1




